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内容 ←→ 外観

記録 料紙

日記 大きさ

和歌 装訂

物語 表記

随筆 など

など

書誌



・装訂 代表的なもの

巻子本（折本） 粘葉装 列帖装 袋綴

かんすぼん（おりほん） でっちょうそう れつじょうそう ふくろとじ

・表記

漢字 カタカナ ひらがな

古い ＞ 新しい （出現順）



『和書のさまざま』
国文学研究資料館・通常展示
国文学研究資料館企画広報室 編
２０１８年１２月２５日発行
リポジトリにてＰＤＦ版公開中



巻子本

列帖装

四半本六半本（枡形本）



『土左日記』１２３５年藤原定家写、尊経閣文庫蔵（尊経閣叢刊の複製本）
六半枡形本列帖装

本文冒頭 表紙



『土左日記』１２３５年藤原定家写、尊経閣文庫蔵（尊経閣叢刊の複製本）
六半枡形本列帖装



『土左日記』１２３５年藤原定家写、尊経閣文庫蔵（尊経閣叢刊の複製本による）
六半枡形本列帖装

文
暦
二
年
乙
未
五
月
十
三
日
乙
巳
老
病
中

雖
眼
如
盲
不
慮
之
外
見
紀
氏
自
筆

本
蓮
華
王
院
宝
蔵
本

料
紙
白
紙[

不
打
無
堺]

高
一
尺
一
寸
三
分
許
広

一
尺
七
寸
二
分
許
紙
也
廿
六
枚
無
軸

表
紙
続
白
紙
一
枚[

端
聊
折
返
不
立
竹
無
紐]

有
外
題
土
左
日
記
貫
之
筆

其
書
様
和
歌
非
別
行
定
行
に
書
之

聊
有
闕
字
歌
下
無
闕
字
而
書
後
詞

不
堪
感
興
自
書
写
之
昨
今
二
ケ
日

終
功

桑
門
明
静

紀
氏

延
長
八
年
任
土
左
守

在
国
載
五
年
六
年
之
由

承
平
四
甲
午
五
乙
未
年
事
歟

今
年
乙
未
暦
三
百
年
紙
不
朽

損
其
字
又
鮮
明
也

不
読
得
所
々
多
只
任
本
書
也



『土左日記』１２３５年藤原定家写、尊経閣文庫蔵（尊経閣叢刊の複製本による）
六半枡形本列帖装

文
暦
二
年
（
西
暦
一
二
三
五
年
）
五
月
十
三
日
、

老
い
て
病
ん
で
お
り
、
眼
は
あ
ま
り
見
え
な
く

な
っ
て
い
た
が
、
思
い
の
ほ
か
に
紀
貫
之
自
筆

本
、
蓮
華
王
院
宝
蔵
本
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

使
わ
れ
て
い
る
紙
は
白
い
紙
で
、
打
ち
紙
で
な
く
、

罫
線
も
引
か
れ
て
い
な
い
も
の
。
高
さ
は
一
尺
一

寸
三
分
（
約
三
四
・
二
㎝
）
ほ
ど
、
幅
は
一
尺
七
寸

二
分
（
約
五
二
・
一
㎝
）
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
全
部
で
二

十
六
枚
。
軸
は
付
い
て
い
な
い
。

表
紙
は
白
紙
を
一
枚
つ
な
い
だ
だ
け
。
そ
の
端
の
方

を
少
し
折
り
返
し
て
い
る
が
、
竹
は
付
け
て
い
な
い
。

紐
も
な
い
。

外
題
が
あ
る
。
土
左
日
記
貫
之
筆
。

其
本
文
の
書
き
方
は
、
和
歌
は
改
行
し
て
別
行
に

せ
ず
、
本
文
に
続
け
て
少
し
字
間
を
開
け
て
書
い
て

い
る
。
歌
の
最
後
は
字
間
を
開
け
る
こ
と
な
く
後

の
本
文
に
続
け
て
い
る
。

こ
の
本
を
見
ら
れ
た
こ
と
に
大
変
感
動
し
た
の

で
、
私
自
身
が
こ
れ
を
書
写
し
た
。
昨
日
と
今

日
の
二
日
間
で
書
写
を
終
え
た
。

桑
門
明
静

紀
貫
之
は
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
土
左
守
に
任

命
さ
れ
た
。
土
左
に
赴
任
し
て
い
た
の
は
五
・

六
年
と
の
こ
と
。
承
平
四
年
甲
午
（
九
三
三
）

か
五
年
乙
未
（
九
三
四
）
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

今
年
は
乙
未
の
年
な
の
で
、
三
百
一
年
経
っ
た

こ
と
に
な
る
。
紙
は
朽
ち
る
こ
と
な
く
、
文
字

も
大
変
鮮
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
読
め
な
い
箇

所
が
多
々
あ
る
が
、
そ
れ
は
原
本
の
方
を
参
照

し
て
欲
し
い
。



『土左日記』１２３５年藤原定家写、尊経閣文庫蔵（尊経閣叢刊の複製本による）
六半枡形本列帖装



白い紙、全部で２６枚。＋表紙１枚。計２７枚。

一枚の大きさ タテ 約３４．２㎝

ヨコ 約５２．１㎝

軸は付いていない。

表紙の端の方を少し折り返しているが、竹は
付けていない。紐もない。

全長 ２７枚×５２㎝＝１４０４㎝≒１４ｍ



３４．２×５２．１㎝の紙の上に、定家筆『土左日記』複製本を置いてみる。



３４．２×１４０４㎝の継ぎ紙を再現してみる。



１２３６年藤原為家写、大阪青山短期大学蔵
六半本枡形列帖装

室町末写、名古屋市蓬左文庫蔵
四半本列帖装



鎌倉時代写
六半枡形本列帖装、ひらがな
尊経閣文庫蔵 複製本

鎌倉時代写（鴨長明自筆本？）
巻子本、カタカナ
大福光寺蔵 複製本



（も
し
こ
れ
貧
賤
の
報
み
づ
か
ら
な
）

や
ま
す
か
は
た
ま
た
妄
心
の
い
た
り

狂
せ
る
か
そ
の
時
心
さ
ら
に
こ
た
ふ
る

こ
と
な
し
た
ゝ
か
た
は
ら
に
舌
根

を
や
と
ひ
て
不
惜
の
あ
み
た
ふ
両
三
返

を
ま
う
し
て
や
み
ぬ
于
時
建
暦

の
ふ
た
と
せ
や
よ
ひ
の
つ
こ
も
り
の

こ
ろ
桑
門
蓮
胤
と
や
ま
の
い
ほ
り
に

し
て
こ
れ
を
し
る
す

尊経閣文庫蔵本、末尾部分



・ひらがなで書かれた散
文作品には、題名、著者
名、著作年月日などは書
かないのが普通。

・ひらがな本『方丈記』に、
年月日や執筆した場所、
著者名までが明記されて
いることに違和感がある。

尊経閣文庫蔵本、末尾部分



・古典籍のかたちは、その作品の執筆意図や受
容のあり方と密接に関わっている。

・東アジアにおける古典籍のかたちは、すべて
中国に起こり周辺諸国へと伝わってきた。しかし、
中国や朝鮮半島では新しいかたちが出来るとほ
ぼすべてが新しいかたちに変わってしまう。

・新しいかたちを採り入れる一方、古いかたちを
も残し続けたことが、日本の特徴と言える。



・装訂の格式
巻子本（折本）＞粘葉装＞列帖装＞袋綴

巻子本 ＞ 冊子本（草紙・草子）

・表記の格式
漢字 ≧ カタカナ ＞ ひらがな

古い ＞ 新しい （出現順）



巻子本 ＞ 冊子本（草紙・草子）

『枕草子』

『方丈記』

『徒然草』


